
  ２０２４年１０月２８日(月)  小松シティＲＣ第１１０８回例会 当クラブ出席率 ７０．００％ （補正出席率 ７６．６７％） 

  ゲスト卓話 「小松空港に関する取り組みについて」 石川県 企画振興部 空港企画課 課長補佐 大柳 早布 様  

例会場：〒９２３－０９５７ 石川県小松市本折町３３ 

    アパホテル＜小松グランド＞３階 毎週月曜日 19：00点鐘 

事務所：〒９２３－０８３２石川県小松市若杉町３－２６ ソーシャルアパートメント隣１０３号室 

    TEL ０７６１－２０－２６１０  FAX ２０－２６００ 
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「小松シティＲＣ ニコニコボックス累計額 ゲスト卓話御礼・閉会点鐘御礼・その他」 
  

・河北和則「本日は「小松空港に関する取り組みについて」という事で空港企画課課長補佐大柳様、主事穴田様、当ク 

      ラブへのご訪問有難うございました。貴重なご情報頂き心より感謝致します。お２人の今後のご成功祈っ 

      ております。」 

・高見豊樹「大柳課長補佐並びに穴田主事様、本日は当クラブにようこそお越し下さいました。又貴重な卓話を賜り有 

      難うございました。大変参考になりました。」 

・高見恵子「石川県企画振興部空港企画課課長補佐大柳早布様、穴田様、お忙しい中、当クラブでの卓話を有難うござ 

      いました。本日閉会点鐘させて頂きます。」 

・濱本哲成「大柳様、穴田様、本日は遠方より有難うございました。地元に空港があるせいかい以外と知らないことだ 

      らけでした。目からウロコなんですけど、もっともっと告知にPRして認知UPして下さい。」 

・山崎秀雄「石川県空港企画課大柳様、小松空港に関するお話有難うございました。先日２３日当社ゴルフコンペに多 

      数の会員の皆様参加頂き有難うございました。」 

・杉本隆「大柳様、穴田様、本日はお忙しい中、卓話頂き有難うございました。小松空港に関する取り組みについて大 

     変勉強になりました。今後、益々のご活躍をお祈り申し上げます。」 
                                              （順不同・敬称略） 

※ご意見等がございましたら、当クラブ会報広報委員までお申し出下さい。 【編集】会報広報委員 吉田正樹 

【会長挨拶】 
 本日石川県地場産業センターで岸博之さんがいらして、私お会いさせていただきました。私が所属しております石川

県TLC会とJFA石川県協会の共同開催ということで、能登復興チャリティ特別講演会ということで参加してまいりまし

た。これは石川県内の生命保険業界に関わる会社の方々の会議で、岸先生最新の日本経済の行方と、人生でやるべき事

やめるべき事、ということで複雑な考案にかかられまして、余命10年を宣告されていらっしゃるということで、自分の

人生を根本から見つめ直される機会になられたそうです。やはり10年という期限を切られますと、自分自身がやること

を、もしくはやらないこと、それを趣旨選択していくという状況に置かれているということで、極力仕事におきまして

も時間は短く、そしてご自身のプライベートを長く取られるようにご自身の人生を充実させるような動きで頑張ってい

らっしゃるということです。この岸先生は、全力脱力タイムズとかテレビ番組に出てらっしゃる方という認識があり、

そこまで言って委員会とかどうしてもタレントさんのイメージが強かったんですが、実は非常に経歴の花々しい方で、

ちょっとだけお話ししましても元官僚であり慶応美術大学大学院メディアデザイン研究科教授でもあられます。非常に

多彩な方で芸能界の方にも参加されております。APEXマイナティング株式会社の取締役、APEXグループホールディ

ングスの株式会社顧問ということで、テレビ業界にも芸能界にも非常に精通されている方でした。エピソードを語って

いただいたんですが、非常に今政府の方は働き方改革ということで国民に仕事をあまりするな、というような指導をし

ていると、でもそれは時代に逆行していて、実は今後日本は大変な世の中を迎えるという中で仕事をするな、というの

はやはりおかしいということを先生おっしゃってました。これからは全国民が頑張っていくべきだというお考えで、そ

んな中で全力脱力タイムズでは沢山の芸人さんが参加され、なんと彼らは台本をわざと間違ったものを渡されて、アド

リブでほとんどぶつけ本番で参加されているということで、その代わりその努力というものはもう半端じゃないと先生

はじめ他の参加者の数倍のご努力で芸人さんはお仕事をやりきっているとですから、国民が芸人さんになるべきくらい

の頑張りが必要だということをおっしゃってました。彼らの頑張りを真似すれば、他のビジネス業界も潤うんじゃない

か、とまでおっしゃってました。先生おっしゃるには私も、自分自身反省だったんですが、やはり石破総理が非常に表

情が暗いとイメージがあり、そういった暗いイメージでテレビに出てくるので、やはりそれは国民にとって印象が悪い

と、やはり政治家、芸能界というものは明るく元気に笑顔で、そして大きな声を出すということをおっしゃっていまし

た。非常に一タレントさん教授というイメージだったんですが、多彩に頑張っておられるということに非常に感銘を受

けました。我々保険業界が呼んだ人間の方なので、保険に関するご情報もおっしゃっていただきました。ある一人の会

員が質問したんでが、先生から見て積立NISAの方はどう思われますかという質問がありました。先生おっしゃるに

は、税法上の効果というのは確定ですので、商品自体は運用されているので変動しますけれどもその、税法上のルール

に関しては確定なので、これはぜひ皆さん参加されるべきだということを客観的におっしゃっておりました。やはりそ

ういった国の敷いたレールというか、チャンスはどんどんつかんでいくべきだということでお話しいただきました。そ

してまた資産運用投資という部分、今非常に流行っておりますが、いわゆる生命保険の方も非常にがんで入院された時

に、ほぼいわゆる治療に関わることは賄えたということをおっしゃっており、最初、15年前に入られた保険のことは忘

れていらっしゃったんですが、やはり保険による効果というものも体験されて、積立NISAと同等に、資産管理、資産

運用の面でも保険を活用すべきだということでおっしゃっていただき、我々もまた明日からの活動の指針になるかなと

痛感して非常に感銘を受けて帰ってまいりました。 
 

【活動報告】 
・10/22(火)米山奨学生 白山ＲＣ卓話同行（12：30～松任）高見恵 


